
学 習 日 誌 

１月 １６日 （金） 講 師 特定非営利活動法人 

NPO情報セキュリティフォーラム 廣瀬 由美 先生 

出 席 者 数 ７２名 記録者 １２年１班 大橋 伸夫   

講 座 名 趣味・教養Ｇ講座３「インターネット被害未然防止講座」 

プログラム担当者 趣味・教養Ｇ（パソコンを楽しもうグループ） 

時 間・場 所 １３：３０ ～ １５：３０ 第一集会室 にて 

【学習内容】 

１．ネットワーク利用活用の留意点 

(1) 目的を持った道具の扱い＝ここでいう道具とはＳＮＳであ

り目的を誤ると危険を伴う。 

(2) 個人情報の流失から個人は基より法人から国に至るまで被

害が拡散され莫大な資産を喪失。 

(3) ネット利用で肝心なのは判断力、自制力、責任力が問われ知

人以外からのメールは無視。 

(4) 不明な時は市、県、国につながる「消費者ホットライン     

１８８（いやや）」で確認。 

２．最近のトラブル事例 

(1) 神奈川新聞によると 24 年で消費生活相談が９万件弱、特殊詐欺の被害額１１５億円や 

ロマンス詐欺が上半期だけで２５億円を上回り投資の話が出たら全て詐欺と認識すべき。 

３，インターネット被害 

(1) 一度でも個人情報流失した場合の情報回収は不可能で情報売買で不特定多数に行き渡り 

被害を被り或いは犯罪加担となってしまう。 

(2) 防止策は情報書き込みには慎重を極め個人情報の画面が出たら不用意に入力しない事で

ある。   

(3) ワンクリック請求でも慌てさせ考える時間を与えない方法で攻め立てられるケースが多

く惑わせられない様に注意を払う。 

(4) ネットショッピングもトラブルが多いが「特定商取引法」に基く表示がされている事と

情報入力欄もＳＳＬ対応か確認すべきで支払先の個人名は要注意。クーリングオフも検

討。 

４，スマートフォンの情報セキュリティー対策 

(1) スマホの盗難・紛失による情報漏洩や不正使用防止策として携帯会社連絡でロック依頼 

(2) ウィルス感染も不正サイトに誘導され詐欺被害に遭遇の危険からアプリは公式で最新に 

(3) 対策として携帯を信頼できる Wi-Fi設定を確認。 

【感想】 

  廣瀬先生の明朗でテンポも良く丁寧で聞きやすい話っぷりに感嘆致しました。 

  平均年齢 78 歳の高齢者にとってネット社会についていくのが難儀の中、様々に便利の代わり

にトラブルもあり対応が大変です。今日からネットにも自信が持てた感があります。感謝です 


